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2018 年 第 29 回 JAICOH 総会および学術集会 のお知らせ（第１報） 

テーマ：本音で語ろう！国際協力！ 

会 期：平成 30年６月 30日（土）・７月１日（日） 

会 場：福岡県歯科医師会館（福岡県福岡市中央区） 

大会長：中村修一（ネパール歯科医療協力会理事長） 

準備委員長：松岡奈保子（ネパール歯科医療協力会常務理事） 

週末、福岡市はイベントが多くなかなかホテルがとれません。 

お早めにご予約ください。 

 

第 28回 JAICOH総会・学術集会の大会長としての総括 

第 28回大会長 特)歯科医学教育国際支援機構理事長 宮田 隆 

日本大学歯学部の講義室をお借りしての JAICOH 総会はお陰様で大盛況でした。成功だったかど

うかは大会長を仰せつかった自らが評価するのは差し控えるべきでしょうが、少なくとも身の丈に

合った真摯で誠実な発表が行われたと思います。JAICOH の特徴は会として海外でプロジェクトを

実施するのではなく、日本の数多く存在する歯科系 NGOの情報交換の場として活用する点にありま

す。そういった意味でも様々な国々、地域に根ざした活動報告が続き、非常に有意義だったと感じ

ました。今回のメインテーマは「ベテランから若手へのバトンタッチ」というものでした。この世

代交代の中でどう、歯科系 NGO活動を継続してゆくかという、決して軽くないテーマを皆さんと共

有しました。アジア地域に多くの紛争地区を抱えていた 1970年代、NGOの活躍の場は無限にあった

といっても良いくらい、世の中は混乱していました。中国もまだ被支援国の一つでしたし（今や覇

権主義の中、世界制覇をめざす大支援国になっていますが）、さらにヴェトナム戦争の最中、ヴェト

ナム、カンボジア、ラオスなどの国々は行くことさえ困難な状態でした。今や先進国並みの経済力

を持つようになったタイ、マレーシアなども当時は多くの NGOが入って支援したものです。アジア
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地域がようやく安定してきた 1990年代、まだ歯科系の NGOが数少なかった頃、JAICOHが歯科系 NGO

として産声をあげました。その頃は NGO 活動の黎明期でしたが、現在のアジア地域を俯瞰すると、

日本の小規模な歯科系 NGOを本当に必要としている国はごく少数になっているのが現状です。実際

に現場へ行ってみると、中国や韓国から規模の違う支援がなされていて、正に「およびでない？」

状態なのです。ただ、基本的にアジアの途上国は親日ですので、支援に来てくれる事にはどこも大

歓迎ですが、これは本来の意味で支援とは言えません。活動地域が縮小し、NGO 団体の予算規模は

相変わらず小さく、そして歯科界の不況と相まって現地に根付く活動がしづらくなっているのが現

状でしょう。このようなどちらかというとネガティブな状況下で、今後、若手を中心にどう、NGO活

動を継続していくか？もちろんこのテーマの答えが今回の大会で提案されたわけではありません

し、なんら解決策を協議したわけでもありません。ただ、先駆者達の篤い思いは共有できたかと思

います。また、先達がどうやってその国、地域に根付いた活動をしてきたか、その体験・経験を知

っただけでも意義があったのだろうと思います。 

 

 

 

【ＪＡＩＣＯＨ２８ プログラム】 

☆７月１日（土） 日本大学歯学部 ２号館 研修医講堂 ☆ 

学生研修会 『若い人だからこそできる国際医療貢献』 および 前夜祭 
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☆７月２日（日） 日本大学歯学部 ２号館 研修医講堂 ☆ 

1. 第 17 次インドネシアスタディツアー事業報告 

松浦葵（東京歯科大学 国際医療研究会），他 

2. 創設 15 周年を見据えて学生団体の国際保健医療について考える 

千生倫（神奈川歯科大学 国際医療ボランティア研究会），他 

3. トンガスタディツアー 

佐々木梨乃（日本大学松戸歯学部 国際保健部），他 

4. APDSA シンガポール大会に参加して 

谷口玲華（日本大学松戸歯学部 国際保健部），他 

5. ISAPH マラウイ事務所でのインターンシップ報告 

原田有理子（九州大学病院 歯科研修医），他 

6. ベトナム社会主義共和国における医療援助活動に大学院生として参加して 

佐久間千里（愛知学院大学歯学部 口腔先天異常学研究室），他 

7.  モンゴル国ウランバートルでの HAPPY TOOTH PROJECT 

（虫歯で亡くなる子どもをなくそうプロジェクト）の開催 

近藤（志賀）千尋（大泉学園町 近藤歯科），他 

8. エチオピア連邦共和国における口唇口蓋裂医療援助活動の検討 

西原一秀（琉球大学大学院医学研究科 顎顔面口腔機能再建学講座），他 

9. フィリピンでの歯科材料工場・歯科技工所操業報告 

島隆寛（株式会社シケン），他 

10. ラオスにおける歯科技工士養成プログラム開設について 

佐藤貴映（歯科医学教育国際支援機構) 

11. ネパールでの地域保健活動 ～30 年目を前に～ 

根木規予子（ネパール歯科医療協力会） 

12. モンゴルにおける障がい者歯科の取り組み 

黒田耕平（日本モンゴル文化経済交流協会） 

13. 「NPO 法人歯科ネットワークー岡山から世界へー」の取り組み 

村木利彦（NPO法人歯科ネットワークー岡山から世界へー），他 

14. JICA 青年海外協力隊保健・医療隊員の活動 

原田祥二（原田歯科），他 

15. ラオスにおける看護師を介した歯科口腔保健サービスの構築と全国展開 

渡辺一騎（歯科医学教育国際支援機構），他 

16. カンボジアにおける孤児のう蝕罹患状況とその関連要因 

久保田悠（新潟大学医歯学総合病院 予防歯科），他 

17. 歯科医療従事者にできる新たな国際保健活動への貢献のかたち（パート２） 

高山史年（歯科医学教育国際支援機構），他 

18. 経営者の視点で考える歯科国際協力の management 

村田千年（NPO法人 YOU&MEファミリー），他 

19. ドラえもんとかぐや姫 
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田中健一（北京天衛診療所） 

20. 若手のキャリアパスと国際歯科保健 

相田潤（東北大学大学院歯学研究科 国際歯科保健学分野） 

 

シンポジウム 『ベテランから若手へ ～国際医療貢献のバトンタッチ～』 

深井穫博（ネパール歯科医療協力会） 

河村康二（南太平洋医療隊） 

宮田 隆（歯科医学教育国際支援機構） 

  

歯科開業医ができる国際保健医療協力 

ネパール歯科医療協力会 深井保健科学研究所 深井 穫博 

20代後半から 50代後半までの 30年間（1980年代から 2010年代）を振り返ってみると、私の国

際保健との出会いは 33 歳の時のネパールの活動への参加でした。このネパールで学んだことの一

つは、貧しさの中に、さらに豊かな人と貧しい人の階層があるという現実でした。そして健康課題

の解決は、個人の努力だけでは難しく、環境づくりや政策が必要だということです。 

今では、健康の社会的決定要因として社会疫学の知見も蓄積され、ライフコース･アプローチの

展開も具体的に議論されるようになってきました。しかし当時はまだこのような考え方が十分であ

ったわけではありません。また、この約 25年の間に、口腔保健と NCDsを始めとする疾患や全身の

健康との関連性が疫学調査で明らかになってきたことも大きな変化です。 

個人の経験は、次の経験に活かされ、連鎖し学びも蓄積されていくものだと思いますが、新たな

知見と社会の問題意識の変化にも影響を受けていきます。私が、臨床と公衆衛生・国際保健と研究

がつながっていく経験をすることができたのは、歯科診療というベースがあったからだと考えてい

ます。日常の臨床で抱える悩みや疑問が、国際保健や研究の経験に活かされ、またその経験が臨床

にもフィードバックされてきました。私の場合、20 代の時は、歯科医師という職業のイメージは、
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必ずしも明確なものではありませんでした。しかし 30代の国際保健をはじめとする経験を通して、

そのイメージがより明確で具体的になってきました。そして逆にそのことによって、自分の知識と

技術の足りない点をはっきり自覚するようになりました。当時と現在では、時代も異なっています

が、まず、自分の将来をイメージし、それを出来るだけ早く固め、それに向かい課題を達成するた

めの経験と知識を蓄積し、それをまた次の世代の人たちに伝える。このような一人ひとりの個人の

プロセスと周囲との相互作用の中で、地域社会は発展していき、健康格差という難題の解決に向か

うように思います。 

歯科口腔保健が抱える課題は、その国の社会経済状況に関わらず、食べることやコミュニケーシ

ョンという人間の基本的権利に関わるものです。そしてこの解決には、多くの分野と世代を越えた

連携が必要です。 

 

私の 30年 

28歳：深井歯科医院開業 

33歳：ネパールにおける歯科保健医療協力に参加 

43歳：歯科保健医療国際協力協議会会長 

44歳：深井保健科学研究所開設 

47歳：日本国際保健医療学会理事 

（54歳・東日本地方会会長） 

49歳：日本歯科医師会地域保健委員会委員長 

54歳：（一社）埼玉県歯科医師会理事（地域保健） 

（56歳・常務理事） 

56歳：（公社）日本歯科医師会理事（地域保健） 

（58歳・常務理事） 

56歳：（公財）8020推進財団専務理事 

58歳：日本歯科医師会主催・WHO共催：健康長寿延伸のための歯科医療・口腔保健「世界会議 2015」 

実行委員、出版物「健康長寿社会に寄与する歯科医療・口腔保健のエビデンス」編集委員長、 

国際歯科連盟（FDI）｢高齢者の口腔保健タスクチーム｣委員長 

 

ベテランから若手へ 国際医療貢献のバトンタッチ 

南太平洋医療隊 カワムラ歯科医院 河村 康二 

1998 年に予防中心の歯科医療を発展途上国に根付かせたいと南太平洋医療隊を結成しトンガ王

国で活動を始めた。う蝕予防から取り組み、トンガ人の課題である肥満と糖尿病の問題から歯周病

と生活習慣（病）の改善のプロジェクトを行った。妊産婦から高齢者、要支援者を対象にトンガ人

スタッフが自立できる様フォローアップをした。 

活動を行う上で、次の事柄が重要であると考える。 

１）考え方とプランニング 

・善きサマリア人の法；日本はこの観点の法律はないので注意 

・プライマリーヘルスケア、ヘルスプロモーション 
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・JICAは PCM法を 

・う蝕予防にフッ化物洗口の応用 

・全身との関わり合い医科歯科が連携できる体制を 

・健康心理学、応用健康科学、行動変容を取り入れる 

・CBR（Community-based Rehabilitation）障がい者に配慮 

２）活動資金 

・外務省草の根無償資金、国際交流協会、JICA草の根技術協力事業 

・クラウドファンディング 

・事業資金を確保する為法人化も 

・トゥースフレンドリーの活用；歯科医師会は海外活動に応援を 

・カウンターパートが自立し資金を確保できる様 

３）資機材の調達 

・フッ化物洗口を行う上で薬剤の輸出許可は必要 

・施設巡回の為、車、ドライバー（雇用の拡大）の確保 

・う蝕予防、歯周病の初期治療の為の器材の調達 

・肥満予防のため、身長計、体重計、姿見、ラジオ体操 

４）人材育成；仕事との両立と活動時間の確保 

・カウンターパートを日本に留学支援し人材育成 

・学生の参加、女性や歯科衛生士が輝く事業を計画する 

・シャトル型、夫婦家族の協力、歯科医院のスタッフの参加、給与補償、有給休暇の活用、 

労災・雇用保険の届け出、派遣契約書 

・教員の派遣に対し大学は公務として出張許可を 

・対税務当局で、労働条件通知書に就業場所に相手国を明記 

・予防接種や外務省、大使館、JICAの安全危機管理情報 

・保健省、教育省の大臣とコンタクト 

・カウンターパートから歯科医師、歯科衛生士の免許証の発行と免責を取り付ける 

プロジェクトを遂行する上で経験から考慮したい事を皆様にお伝えしました。 

 

第 28回 JAICOH総会・学術集会を終えて 

準備委員長 特)歯科医学教育国際支援機構 名戸ヶ谷病院歯科室 谷野 弦 

本年度の JAICOH総会・学術集会は歯科医学教育国際支援機構（OISDE）の宮田隆先生を大会長と

し、７月１日（土）、２日（日）の２日間にわたり日本大学歯学部にて開催されました。 

大会１日目は学生を対象とし、「若い人だからこそできる国際医療貢献」をテーマに宮田隆先生

よりご講演いただき和やかな雰囲気の中、活発なディスカッションがなされました。大会２日目は

一般演題、シンポジウムが行われました。午前の一般演題では歯科国際保健に係わる団体や個人、

歯科学生などからモンゴル、カンボジア、ベトナム、トンガ、ラオス、ネパール、フィリピン、エ

チオピア、マラウイなどの国々の活動報告が 20 演題行われました。午後からは「ベテランから若

手へー国際医療貢献のバトンタッチー」をテーマに深井穫博先生、河村康二先生、宮田隆先生にご
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登壇いただきシンポジウムが行われました。シンポジストの先生からは国際保健活動に参加するき

っかけから現状の活動まで広くお話をいただき様々な経験をもとに若手へのメッセージが伝えら

れました。また若手からの熱心な質問も多く実りあるシンポジウムとなりました。本年度は新たな

取り組みとして大会長の意向にて JAICOH としては初のランチョン形式による総会を開催し、多く

の総会への参加をいただき、JAICOHの理念や方針を共有できたことと思います。 

この度の総会にて次年度の大会はネパール歯科医療協力会の主幹のもと福岡にて開催が承認さ

れております。来年度の大会も盛会になりますよう会員の皆様のお力添えをよろしくお願いいたし

ます。最後になりますが、本大会が 96名もの多くの参加に恵まれ盛会にて閉幕できましたことを、

関係者の方々にはこの場をお借りしまして厚く御礼申し上げます。 

  

 

研修会に参加して 

東京歯科大学歯学部４年次 国際医療研究会 松浦 葵 

平成 29 年７月１日（土）、２日（日）に日本大学歯学部で第 28 回歯科保健医療国際協力協議会

学術集会が開催されました。テーマは、『ベテランから若手へ～国際医療貢献のバトンタッチ～』で

した。１日目の学生研修会では、大会長である宮田先生が『若い人だからこそできる国際医療貢献』

というタイトルでお話してくださいました。講演では、国際医療貢献で大切な要件を宮田先生ご自

身の体験を踏まえお話してくださいました。国際協力という共通点をもった学生が集まり、ディス

カッションすることは大変刺激となりました。学生で行える事には限りはありますが、活動に参加

し、伝えることが大切であることを学びました。２日目は、20題の一般口演とシンポジウムがあり

ました。他大学の活動報告や先生方の活動を知る事により、我々の活動に何が足りないのか何を学

ばなければならないのか再確認する場となりました。今回、学生の立場で発表する機会を与えてく

ださり感謝いたします。ありがとうございました。 
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国際保健活動の輪 

神奈川歯科大学３年次 国際医療ボランティア研究会代表 千 生倫 

JAICOHへの参加は２回目となりました。初めて参加をさせていただいた際は、１年生ということ

もあり、話の内容について理解することさえ難しく感じられました。しかし今回、３年生として、

また歯学や国際医療保健について前回よりは知識がある状態で改めて参加させて頂いたことで、よ

り多くのことを得られることができたと思っております。 

昨年度タイにおける本学国際医療ボランティア研究会主催の海外スタディツアーに参加し、学生

である立場から国際保健活動に携わる難しさを感じました。 

今回 JAICOH での発表者を務めさせていただいたことで、発表までの準備にて自分の活動を振り

返ることができ、更には先生方の発表を聞かせていただいたことにより、今後どのように保健活動

を続けていくか、また現時点において自分に足りないものが何かも深く考えることができました。

また同じように国際保健活動を行っている他大学の学生と意見や質問を交えることができたこと

でとても励みとなりました。このような機会を与えて頂きましたことに深く感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 

  

 

学術集会に参加して 

NPO法人「歯科ネットワーク岡山から世界へ」代表 村木 利彦 
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この度は JAICOH 学術集会にて活動紹介の機会をいただき、ありがとうございました。NPO 法人

「歯科ネットワーク岡山から世界へ」（通称 DNOW：デンティスト・ナウ）は、2008年に活動を開始

し 2010 年に法人設立した、岡山を中心とした歯科関係者の集まりです。経済的理由や社会的理由

から、不安定な生活を余儀なくされたアジアの子どもたちの成長・自立のための支援を、現地団体

との「協働」で行っています。設立時よりベトナム（ホーチミン）にて活動を開始、その後 2013年

よりフィリピン（マニラ・トンド地区）でも活動を開始して現在に至ります。我々の活動の特徴は

治療だけでなくヘルスプロモーションにも力を入れているところです。短期間での治療の繰り返し

となりがちな海外歯科ボランティアですが、予防概念が子供たちや取り巻く大人たちに根付くこと

を目的として、当会の理念である「相互扶助」の精神のもと地道な活動を続けています。 

昨年、沖縄でのこの会に当会の龍光殿が参加したことがきっかけで、今年の総会の案内をいただ

き、「ベテランから若手へー国際医療貢献のバトンタッチー」という表題を見て、「自分が悩んでい

る問題じゃないか！」と思い、すぐに参加申し込みをしました。我々の活動も開始から 10 年を迎

え、活動内容も年々ボリュームが増え、毎回の活動人員を確保するのに苦労していたからです。多

くの他団体のリーダーともお話しさせていただき、「あれ？自分はバトン渡す相手を間違えている

かも・・」と気付きました。もちろん日本の仲間を増やすことも大切ですが、「バトンを渡すのはそ

の人達じゃないなあ・・現地の人に渡さなくちゃ！」と当たり前のことですが、ちょっと足を止め

て考えるきっかけになりました。 

最後になりましたが、参加させて頂き多くの同志の方々と交流が持て、情報交換でき、たくさん

の勇気を頂いたことに感謝申し上げます。 
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活動報告 

2017 年夏のモンゴル歯科活動報告（2017 年８月 26 日～９月 10 日） 

 
参加者：日本人………黒田（8/26～9/10）・佐藤（8/31～9/10） 

徳永・木戸・窪・萩原・元嶋（9/6～9/10） 

    モンゴル人…サラ・トヤ（8/26～9/10） 

8/26；関空からインチョン経由でウランバートルへ 

8/27；活動準備…モンゴルでは１週間以上前からサラさん達が診療と予防活動の準備 

        日曜日は食料品等の買い出し 

8/28；車でアルハンガイ県タリアット村へ出発（約 12 時間）、宿泊はゲルキャンプ地 
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日本とモンゴル合同の映画撮影  

（柳楽優弥が主演）  

8/29～31・9/2；タリアット村病院内の歯科診療室で歯科治療の指導 

今年６月にタリアット村とエルデンマンダル

村に新設された歯科診療室に新卒の歯科医師が

配属された。タリアット村 Purevdulam 先生、エ

ルデンマンダル村 Battsetseg 先生、それに、県

の中心の町ツェツェルレグで開業している元エ

ネレル歯科にいた Enkhtuul 先生に、歯科治療と

予防活動について指導を行った。 

アシストには、病院の看護師１人、サラさん、

トヤさん。 

延べ 73人の子ども達の 170本に歯科治療。 

シーラント 21 歯、フッ素塗布のみ３人、サホ

ライド塗布６人、抜歯 15 本、レジンとセメント

充填 121 本、根管治療 21 本、乳歯冠３本、ラバ

ーダムしたのは６人。 

 

 

モンゴル人歯科医師３人に歯科治療の指導 
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村の子ども達は２歳児でも虫歯がいっぱい。治療歯は殆どない。   今回レジン充填した右下ＤＥ 

   

パソコンで講義               ラバーダムの使い方を指導 

   

モデルを頼んで、診療姿勢や固定の実習         模型を使って乳歯冠の実習 

   

村に寄贈した歯科器具、材料等  佐藤さんがカレーなどの日本食を作られ、病院の職員にふるまった。 
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9/1；タリアット村の幼稚園で歯科保健予防活動 

 

検診結果；57人 

 Caries free 
う蝕罹患者数(率) 

（C2以上） 
C2数 C3数 C4数 う蝕喪失歯 １人平均う蝕歯 

2才児 9人 4人  5人（55.5％） 24本 0 0 0 4.8本（ 5人） 

3才児 21人 6人 15人（71.4％） 92本 0 1本 0 6.2本（15人） 

4才児 27人 2人 25人（92.5％） 136本 8本 4本 0 5.9本（25人） 

 

   

9/1は幼稚園も新学年の始まり                       保護者への虫歯予防教室 

   

子ども達へ人形劇              歯科検診         歯磨きとフッ素塗布 

   

村には 22の売店があり、ジュースやお菓子がいっぱい売られている。 
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9/3；車でウランバートルへ 

   

アルハンガイは海抜 2000ｍ以上   県中心のツェツェルレグ町     帰る途中に草原で昼食 

9/4；エネレルで診療助言…改装になった旧エネレル歯科診療所と、新築された医療ビル 

   

9/5；国立医科大学歯学部で「在宅障がい児親の会」への歯科治療と予防活動 

朝９時から、保護者 17人対象に虫歯予防教室。約３時間で治療したのは 16人で、歯磨き指導と

フッ素のみ 

４人、サホライド塗布は 31本、セメントとレジン充填は 10本、抜歯１本、根管治療２本、シー

ラント２本。 

新しい人は３人で、13人は何回か診ている人。 

   

保護者への虫歯予防教室             大学小児歯科の医局員達の見学も 

   

大学で障がい者歯科治療をしてもらえるように。医局員への講義も。 
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9/6；エネレル歯科で診療指導 

9/7；ウランバートル市内第 210 幼稚園で歯科予防活動（２年目３回目） 

 ウランバートルで１つの幼稚園を選び、３歳児を３年間卒園まで検診・予防活動を実施している。

この幼稚園は３園目で、2016年９月から３回目の活動です。 

 午前中に保護者への虫歯予防教室と歯磨き指導、園児には検診、歯磨きとフッ素塗布、人形劇を

行い、午後は同地区の８つの幼稚園の先生達 24人を対象に虫歯予防教室を行い、人形劇を見せた。 

夕方には、お迎えに来られた保護者に、徳永先生から虫歯予防講話も行った。 

 バヤンゾルフ地区歯科医師会支部の先生達も参加し、後日他のクラスへも検診・予防を実施して

くれた。 

 

検診結果；幼稚園児４歳児 68人 

 Caries free 
う蝕罹患者数(率) 

（C2以上） 
C2数 C3数 C4数 う蝕喪失歯 １人平均う蝕歯 

4才児 68人 7人 61人（89.7％） 409本 12本 11本 1本  7.1本（61人） 

 

   

第 210幼稚園               歯科検診、歯磨きとフッ素塗布 

   

人形劇「夢を叶える金魚」（ロシアの古話をもとに虫歯予防）    子ども達と活動参加者 

   

午後には、８園の先生達を対象に木戸先生から予防講話、あいうべ体操、人形劇（24人参加） 
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夕方お迎えに来られた保護者対象に徳永先生から予防講話（135人参加） 

 

9/7；エネレルスタッフへのセミナー開催 

 18時過ぎから、エネレルスタッフへ木戸先生、久保先生がセミナーを行った。 

 木戸先生「高齢者の口腔ケア」、窪先生「ダイレクトボンディング」 

 

9/8；ウランバートル市内第 79 小学校で歯科予防活動（２年目３回目） 

 この小学校も３校目、３回目の活動です。歯科検診、歯磨きとフッ素塗布、虫歯予防学習を行っ

た。 

 

検診結果；小学校２年生 29人 

 Caries free う蝕罹患者数(率) C2数 C3数 C4 数 う蝕喪失歯 １人平均う蝕歯 

7才児 29人 2人 27人（93.1％） 111本 22本 28本 9本  6.3本（27人） 

 

  

木戸先生と徳永先生が虫歯予防学習を行った。 

   

歯科検診               歯磨き指導とフッ素塗布 
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記念撮影 

 

9/8；シャルハット病院の障がい者施設児童部での歯科治療と予防処置 

 12人を対象に、歯磨き指導とフッ素塗布は７人、根管治療１本、シーラント１本、抜歯１本、 

レジンとセメント充填は４本、歯石除去は２人。 

全員が、2002年の最初からか、途中から診ている子ども達だが、他の施設に行っていて帰ってき

た子もいる。 

   

歯科治療の様子  職員が変わった後わずか半年で虫歯がひどくなった子  歯科医師会員の見学も 

 

9/8；午後から保養地テレルジのキャンプ地へ１泊 

国立公園内にできた新しいゲルキャンプ地に宿泊。床暖房、トイレ、シャワー付きのゲル風建物。 
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9/9；エネレル新築医療ビルの開所式 

 地下１階、地上６階建ての新築ビルのお披露目祝賀会。１階は歯科矯正と成人、インプラントの

診療室。 

 今のところ２階から４階は、７つの医科診療所に貸し付けている。午後からシャングリラホテル

で食事会。 

   

   

   

 

9/10；ウランバートルからインチョン経由で日本へ帰国 
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第 26代 日本さくらの女王に選ばれて 

北海道大学歯学部４年次 増田 愛子 

2016 年３月より、第 26 代日本さくらの女王を務

めさせていただいております、北海道大学歯学部４

年生の増田愛子と申します。日本さくらの女王は公

益財団法人日本さくらの会が２年に１度、全国公募

により選出しています。日本さくらの会は 1964年東

京オリンピック開催の年に日本の花「さくら」の愛

護、保存、育成、普及を目的に、衆議院議長を会長に

超党派の国会議員有志により設立されました。以来、

｢さくら」の植樹や愛護、｢さくら｣名所の保全、名木･

巨木の保存、また、｢さくら｣を通じた国際親善交流

活動を 50 年以上続けています。日本さくらの女王は

表彰式、植樹式、国際さくら祭りへの参加を通した

国際親善交流などのお手伝いをしております。私は

中国、アメリカ、ドイツなどにおけるさくら祭りや

日本国内各地の植樹式への出席、総理大臣、秋篠宮

妃殿下、東京都知事への表敬訪問など様々な行事に

参加させていただきました。 

どちらにお邪魔しましても首長様を始めその地の

本当に多くの方々が大歓迎して下さいますが、その様子は各国各様で、日本への思いも様々です。｢さく

ら｣を国際語にしたいという想いをもちながら、事前にその国の歴史背景や価値観、日本との関係を学

んでからお伺いすることで、より親睦を深められるということを学びました。７月の第 28回 JAICOH学

術集会では宮田隆先生のご講演を拝聴し、歯科医師として国際的な支援活動を行いたい場合、その国の

人々の価値観、一番喜んでくれること、本当の貢献とは何なのかを理解した上で、現地の方々と信頼関

係を築きながら行動することの重要性を教えていただきました。日本さくらの女王としての二年間の学

びを将来歯科医師としての活動にも活かすことが出来るかもしれないと感じております。残りの半年間

も多くの事を学ばせていただきながら、さくらを通した親善交流活動のお手伝いができたらと思ってお

ります。 
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事務局より 

2016 年度事業報告（2016 年７月１日～2017年６月 30 日） 

2016年 

７月 2・3日 第 27回総会・学術集会開催 

［村田千年（NPO法人 YOU&MEファミリー、マリーナ歯科クリニック）、 

於 琉球大学医学部］ 

９月     ニュースレター（第 76号）発行 

12月４日  研修会開催 共催：東京歯科大学国際医療研究会 

      ［地域規模で考える歯科保健医療；眞木吉信（東京歯科大学）、 

       国際歯科保健と向き合う；浅野一磨（東京歯科大学）、 

       於 東京歯科大学水道橋病院］ 

2017年 

２月     ニュースレター（第 77号）発行 

６月４日   研修会開催 

［ゼロから考える歯科系学生の国際保健医療；齋藤孝平（神奈川歯科大学附属病院）、 

 国内で国際保健医療に関わる；谷口健太郎（東京歯科大学）、 

 於 東京歯科大学水道橋病院］ 

６月     会報（第１号）発行 

 

 

平成 28（2016）年度決算書（自平成 28 年７月１日～至平成 29 年６月 30 日） 

歳入の部     

款 項 
平成 28年度 

歳入予算 

平成 28年度 

歳入実績 
備考 

会費 普通会員 ¥150,000  ¥162,000  

普通会員 32件（2015年度

5件、2016年度 22件、

2017年度 5件）、学生会

員 1件（2016年度 1件） 

  維持会員 ¥100,000  ¥60,000  
維持会員 6件（2016年度 

6件） 

  その他 ¥0  ¥0    

  小計 ¥250,000  ¥222,000    

寄付金 事務局関係 ¥20,000  ¥0    

  
シーズプロジ

ェクト 
¥100  ¥0    

  その他 ¥0  ¥0    

  小計 ¥20,100  ¥0    
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雑収入 
ニュースレタ

ー広告料 
¥100  ¥0    

  研修会参加費 ¥50,000  ¥27,000  
開催 2回（2016.12.04、

2017.06.04） 

  銀行利子 ¥100  ¥0    

  その他 ¥100  ¥54,689  JAICOH27より返金 

  助成金 ¥0  ¥0    

  小計 ¥50,300  ¥81,689    

前年度繰越金   ¥1,072,463  ¥1,072,463    

歳入の合計   ¥1,392,863  ¥1,376,152    
     

歳出の部     

款 項 
平成 28年度 

歳出予算 

平成 28年度 

歳出実績 
備考 

会議費 役員会 ¥15,000  ¥1,641  開催 1回（2016.07.03） 

  
総会・学術集

会 
¥100,000  ¥100,000  JAICOH28補助 

  会場借上料 ¥5,000  ¥0    

  小計 ¥120,000  ¥101,641    

事務費 通信費 ¥5,000  ¥9,660  会報 1回 No.01 

  印刷費 ¥100,000  ¥0    

  消耗品費 ¥2,000  ¥0    

  小計 ¥107,000  ¥9,660    

事業費 研修会 ¥50,000  ¥82,680  

講師料 20,000円×3名

（2016.12.04、

2017.06.04）、会場費

22,680円（2016.12.04） 

  広報事業 ¥10,000  ¥1,852  ホームページ維持費用 

  
シーズプロジ

ェクト 
¥100  ¥0    

  小計 ¥60,100  ¥84,532    

渉外費   ¥100  ¥0    

備品費   ¥100  ¥0    

積立金   ¥100  ¥0    

予備費   ¥5,000  ¥790  ゆうちょ銀行 払込料金 

次年度繰越金   ¥1,100,463  ¥1,179,529    

歳出の合計   ¥1,392,863  ¥1,376,152    
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監査報告書 

歯科保健医療国際協力協議会 

会長 河村康二 殿 

監査の結果を下記のとおり報告いたします。 

記 

平成２８（２０１６）年度（平成２８年７月１日から平成２９年６月３０日まで）の事業報告書、

決算書および附属証拠書類を精査した結果、適正かつ正確に処理、記載されていることを認める。 

以上 

平成２９年７月１日 

 

 

 

 

 

会費納入をお願いします！ 

ニュースレター・NGOダイレクトリーによる国際歯科保健医療協力に関わる情報提供など、本会

の事業は皆様から納入いただく会費によって運営されています。つきましては、会費納入にご協

力賜りたくお願い申し上げます。 

年会費は、普通会員：5,000円／年、維持会員：10,000円／年、学生会員：2,000円／年です。

JAICOHの年度は７月１日から６月30日です。 

会費納入先（郵便振替）  口座；００１４０－９－５９９６０１ 

名称；歯科保健医療国際協力協議会 

他金融機関からの振込用口座番号 

〇一九（ゼロイチキュウ）店（019）当座；０５９９６０１ 

 

メーリングリスト（JAICOH－ML）に登録・投稿してください！！ 

JAICOHでは、歯科保健分野における国際協力や地域保健に関するメーリングリスト（JAICOH-ML）

を運用しています。JAICOH 会員の方はもちろん、JAICOH 会員ではなくても、登録することができ

ます。情報交換や、各種研修会等のお知らせにも使用しておりますので、各団体の活動報告や参加

メンバー募集、学生向けのスタディーツアーへの募集のお知らせなどに、ぜひご利用ください。 

なお、この ML には、JAICOH 会員に限らず、歯科保健分野における国際協力、国際保健、地域保

健に関心のある方は誰でも無料で登録が可能です。歯科医師や歯科衛生士だけではなく、他の医療

職、医療と直接関係ない方や学生も OKです。 

ML登録をご希望の方や問い合わせは、１．氏名、２．所属、３．メールアドレスを、JAICOH事務

局 ML 担当・門井謙典（jaicoh-admin@umin.ac.jp）まで送信ください。数日で手続きいたします。

よろしくお願いいたします。 
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７月１日（土）・２日（日）に、第 28回 JAICOH総会・学術集会が東京・御茶ノ

水の日本大学歯学部で開催されました。大会長は宮田隆先生、学生企画として「若

い人だからこそできる国際医療貢献」、本会ではシンポジウム「ベテランから若手

へ～国際医療貢献のバトンタッチ～」と多くの一般演題があり、日本全土から国

際協力で活躍する方々が集まり、盛大に行われました。お集まりいただいた皆様、

ご支援くださった方々、ありがとうございました。 

今号にはさらに、「2017年夏のモンゴル歯科活動報告」および「第 26代日本さ

くらの女王に選ばれて」の掲載もあり、ボリューム溢れる号となっています。 

また、運営方針へのご意見がありましたらお寄せください。よろしくお願いい

たします（竹内）。 


